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京
都
地
本
学
児

支
部（
以
下
学
児
）

と
京
都
市
と
の
団

交
を
め
ぐ
る
た
た

か
い
で
は
、
昨
年

６
月
１
日
に
府
労

働
委
員
会
か
ら
組
合
の
一
部
勝

利
と
い
う
形
で
、
団
交
に
応
じ

る
よ
う
命
令
が
出
ま
し
た
。
し

か
し
、
京
都
市
は
命
令
の
取
消

訴
訟
を
起
こ
し
、
い
ま
だ
に
団

交
に
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。
た
と

え
不
服
申
立
や
取
消
訴
訟
を
し

て
も
、
命
令
に
は
速
や
か
に
従

う
義
務
が
あ
り
、
団
交
拒
否
は

明
確
な
違
法
行
為
で
す
。
こ
の

た
た
か
い
は
今
後
も
続
い
て
い

き
ま
す
が
、
単
な
る
団
交
を
求

め
た
争
い
と
い
う
枠
に
は
収
ま

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
民
間
委
託
し
た
先
の
職

員
処
遇
に
責
任
を
持
つ
の
は
誰

か
と
い
う
点
で
す
。
私
た
ち
民

間
福
祉
従
事
者
の
処
遇
は
、
名

目
上
直
接
の
雇
用
主
が
決
め
て

い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
は
自
治
体
等
に
よ
り
決

め
ら
れ
て
い
る
例
は
学
児
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
労

働
委
員
会
の
初
審
命
令
に
従
う

義
務
に
つ
い
て
、
京
都
市
は

「
相
当
の
理
由
が
あ
れ
ば
従
う

必
要
は
な
い
」
と
主
張
し
て
い

ま
す
が
、
京
都
市
が
掲
げ
る

「
相
当
の
理
由
」
は
す
で
に
労

働
委
員
会
で
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も
声
高

に
叫
べ
ば
命
令
無
視
を
正
当
化

で
き
る
と
い
う
よ
う
な
姿
勢

で
、
労
働
委
員
会
の
制
度
の
根

幹
を
揺
る
が
そ
う
と
す
る
京
都

市
の
行
為
を
、
断
じ
て
認
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た

た
か
い
の
勝
利
を
め
ざ
し
て
、

今
後
も
み
な
さ
ん
の
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
大
西
）

　朝日新聞が６月17・18日に実施した全国世
論調査では、「異次元の少子化対策」で少子
化問題の改善が「期待できる」は23％にとど
まり、「期待できない」が73％と大半を占め
た。岸田首相が「実質的に追加負担を生じさ

せない」と述べたことについて、「大いに信
頼できる」１％、「ある程度信頼できる」25
％、「あまり信頼できない」47％、「全く信頼
できない」25％となり、あわせて72％が「信
頼できない」となった。

異次元の少子化対策、「期待できない」が73％に

「
あ
の
人
の
せ
い
で
進
ま
な

い
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
避

け
る
た
め
に
、
意
見
を
出
さ

ず
、
主
体
性
を
欠
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
４
つ
目
は
「
否

定
的
だ
と
思
わ
れ
る
」
不
安

で
す
。「
あ
の
人
は
今
の
や

り
方
を
否
定
し
て
い
る
」
と

思
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
、
変

え
る
た
め
の
指
摘
を
し
な
く

な
り
ま
す
。

心
理
的
安
全
性
の

心
理
的
安
全
性
の

高
い
組
織
と
は
？

高
い
組
織
と
は
？

　

心
理
的
安
全
性
の
高
い
組

織
は
「
仲
良
し
組
織
」
で
は

な
く
、
率
直
に
言
う
べ
き
こ

と
を
言
い
あ
え
る
厳
し
い
組

織
で
す
。
目
的
・
目
標
の
達

成
の
た
め
に
、
問
題
や
改
善

に
む
け
た
指
摘
や
意
見
を
す

る
こ
と
は
当
然
と
い
う
認
識

が
共
有
で
き
て
い
ま
す
。
違

う
意
見
を
出
し
て
も
、
対
人

関
係
や
評
価
を
心
配
し
な
く

て
い
い
の
で
す
。
あ
わ
せ

て
、
ル
ー
ル
や
目
標
に
反
す

る
不
適
切
な
言
動
に
は
厳
し

く
対
応
し
ま
す
。「
あ
た
た

か
く
も
厳
し
い
組
織
」
だ
と

言
え
ま
す
。
１
対
１
だ
け
に

限
ら
れ
る
関
係
は
信
頼
で
、

心
理
的
安
全
性
と
は
言
い
ま

せ
ん
。（

２
・
３
面
に
続
く
）

不
足
で
起
こ
る

不
足
で
起
こ
る

４
つ
の
不
安
で

４
つ
の
不
安
で

機
能
不
全
に

機
能
不
全
に

　

心
理
的
安
全
性
が
不
足
す

る
と
、
４
つ
の
不
安
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。
１
つ
目
は

「
無
知
だ
と
思
わ
れ
る
」
不

安
で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
も

知
ら
な
い
の
？
」
と
思
わ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
て
、
質
問
や

相
談
が
で
き
ず
、
ミ
ス
に
つ

な
が
り
ま
す
。
２
つ
目
は
、

「
無
能
だ
と
思
わ
れ
る
」
不

安
で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
も

で
き
な
い
の
？
」
と
思
わ
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ミ
ス

や
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
を

隠
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
３

つ
目
は
「
邪
魔
を
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
」
不
安
で
す
。

信
念
が
共
有
さ
れ
て
い
る
状

態
」（
著
書
『
恐
れ
の
な
い

組
織
』
英
治
出
版
）
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
が
２
０
１
２
年
か
ら
４

年
間
お
こ
な
っ
た
実
証
実
験

で
、
ど
の
部
署
に
ど
ん
な
人

材
が
い
る
か
よ
り
、「
チ
ー

ム
の
生
産
性
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
高
め
る
最
大
の
要
因

は
心
理
的
安
全
性
に
あ
る
」

と
い
う
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
他
の

企
業
や
組
織
で
も
、
チ
ー
ム

力
を
引
き
上
げ
て
い
く
心
理

的
安
全
性
に
着
目
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。
関
連
し
て
こ
の
３
年
、

日
本
で
も
こ
の
テ
ー
マ
の
書

籍
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。

方
で
、
役
の
な
い
出
席
者
の

時
は
「
指
さ
れ
ず
に
早
く
終

わ
ら
な
い
か
な
」
な
ど
と
、

時
が
過
ぎ
る
の
を
待
つ
こ
と

も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

心
理
的
安
全
性
を
高
め
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
が
変
化
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

意
見
を
伝
え
て
も

意
見
を
伝
え
て
も

対
人
関
係
が
悪
化

対
人
関
係
が
悪
化

し
な
い
チ
ー
ム

し
な
い
チ
ー
ム

　

心
理
的
安
全
性
と
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
エ
イ
ミ

ー
・
Ｃ
・
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン

教
授
が
提
唱
し
、「
こ
の
チ

ー
ム
で
は
率
直
に
自
分
の
意

見
を
伝
え
て
も
、
対
人
関
係

を
悪
く
さ
せ
る
よ
う
な
心
配

は
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う

沈
黙
す
る
会
議

沈
黙
す
る
会
議

心
理
的
安
全
性
で

心
理
的
安
全
性
で

変
化
の
可
能
性
が

変
化
の
可
能
性
が

　

職
場
で
も
組
合
で
も
、
会

議
で
発
言
を
求
め
て
も
「
シ

〜
ン
」
と
沈
黙
す
る
状
況
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

発
言
は
同
じ
人
ば
か
り
と
い

う
会
議
も
少
な
く
な
い
は
ず

で
す
。
進
行
役
を
務
め
る
時

は
「
な
ん
で
発
言
し
て
く
れ

な
い
の
？
」
と
思
い
悩
む
一

心
理
的
安
全
性
に
注
目
！

心
理
的
安
全
性
に
注
目
！

職
場
や
組
合
の
会
議
っ
て
、シ
〜
〜
〜
ン
と
し
て
な
い
？

率直に自分の思いを
出しあえてる？

　

業
種
を
問
わ
ず
、
チ
ー
ム
（
職
員
集
団
な
ど
）
が
な
か
な
か
機
能
し
な
い
状

況
に
、
悩
み
を
深
め
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
力
を
引
き
出
せ

る
チ
ー
ム
に
な
る
た
め
に
、
心
理
的
安
全
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
場
で

も
組
合
で
も
必
要
な
土
台
で
す
。
昨
年
秋
か
ら
、
地
方
組
織
や
地
方
協
議
会
、

中
央
本
部
で
こ
の
テ
ー
マ
の
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
好
評
で
す
。
１
〜
３
面

で
、
心
理
的
安
全
性
と
は
何
か
、
高
め
る
た
め
の
鍵
は
何
か
を
特
集
し
ま
す
。

●無知だと思われる不安
　「こんなことも知らないの？」
　⇒質問や相談ができずミスに
●無能だと思われる不安
　「こんなこともできないの？」
　⇒ミスやうまくいかないことを隠す
●邪魔をしていると思われる不安
　「あの人のせいで進まない」
　⇒意見を出さず、主体性を欠く
●否定的だと思われる不安
　「あの人は今のやり方を否定している」
　⇒変える指摘ができず

● 否定的な言葉をよく使っていたと反省
し、「あっ、こんな言い方にしたらいい
んだ！」と勉強になった。

● 会議の進め方が変わりそうな気がした。
できることから始めて、若手職員も意見
しやすい会議をめざしたい。

● いろんな世代がいて、いろんな考え方も
あるからこそ、誰もが安心できる職場を
考えていきたい。

● 会議で若い人に発言してもらう時に「し
っかりフォローするからね」という言葉
を添えながら守ってあげようと思った。

心
理
的
安
全
性
の

テ
キ
ス
ト
も

出
版
さ
れ
と
る
ん
じ
ゃ

心理的安全性の不足で４つの不安が心理的安全性の不足で４つの不安が

今年２月の中央本部主催の　今年２月の中央本部主催の　
学習会の感想アンケートから学習会の感想アンケートから
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　６月８日、昨年５月に続く全国地域分会・点在組合員交
流会をオンラインで開催し、岩手・福島・宮城・栃木・滋
賀・大阪・福岡の当事者などと全国組織部員あわせて15人
が参加しました。主催者あいさつ・報告で、清水組織部長
（副中央執行委員長）は、福祉労働者が増えているなかで
福祉保育労の組織率を上げていく必要性を強調。分会のあ
る職場で組合員を増やしていくこととあわせて、組合のな
い職場の未加入者に働きかけて、点から面にしていくこと
が大切だと指摘しました。また、社会的基準（賃金と職員
配置の最低基準）を引き上げる運動のなかで、未加入者を
誘いながらなかまを増やそうとよびかけました。
　５人ずつの３つのグループで、①組合に加入した経緯②
現在の活動状況③これからの目標について、70分間にわた
って交流を深めました。全体会では15人全員が感想を発
表。「疲れていたけど、元気をもらえた」「職場の満足度が
何％かを聞いて、100％に足りない部分は要求につながる
と思えた」「誰かに力を貸してと伝えて広げていこう」な
どの感想と、次回の開催要望も出されました。

　５月29日、オンライン学習会「～福祉労働者の賃金底上
げをめざして～最低賃金のことを、学びましょう！」が開
催され、29人が参加しました。
　講師の静岡県立大学短期大学部の中澤秀一先生は、「全国
一律1500円の最低賃金制度」の必要性を強調されました。
根拠は、全労連などによる「最低生計費試算調査」です。
調査結果では、人間らしい生活をするためには、全国どこ
でも、若年の単身世帯で月額24万円、時間給1500円（月
160時間換算）以上が必要です。「普通の暮らしを実現させ
るための最低限のルール」を確立し、最低賃金を引き上
げ、貧困と格差を解消するための運動が求められています。
　参加者からは、「最賃引き上げの根拠がよくわかった」
「最賃ギリギリで働く人が多い福祉労働者だからこそ、最
賃闘争が大事」などの感想が出されました。
　とりくみ報告では、「非正規の労働条件改善には当事者
の声を届けることが大切」（東海地本）、「どちらかを優先
するのではなく、正規と非正規の処遇をともに改善すると
りくみを強めたい」（群馬支部）との発言がありました。

　５月26日に開催した中央行動は、３年３か月ぶりに参加
者70人全員が都内の国会議員会館に集まりました。「現場の
意見を直接伝える貴重な場」「オンラインより迫力があり、
伝わりやすい」「全国から一斉に集まって行動できたので
勇気がわいた」など、対面行動への感想が寄せられました。
　当日、請願署名８万2581筆を国会に、ネット署名３万
1570筆を厚生労働省と内閣府こども家庭庁に提出しまし
た。紹介議員は100人、賛同議員は100人を超えました。
157人の議員要請では、①賃上げと職員配置基準の引き上
げ、②感染症対策の継続と拡充、③国民のいのちを守る福
祉予算の確保の３点を政府に求めるよう訴えました。現場
実態を聞いた議員や秘書からは、「軍事費ではなく、福祉
に財源を」との共感の声が聞かれました。
　午後からは、６つの種別協議会に分かれ、交渉をおこな

いました。参加者からは、「配置基準を改善するために、
ワンオペ夜勤で職員が倒れたことを強く訴えなければ」
「発言が準備されていて、現場の実態をわかりやすく伝え
られた」「職員不足のために利用者ががまんしていること
を訴える必要がある」などの感想が出されました。
　行動の最後に院内集会を開催しました。冒頭で伊藤岳参
院議員（日本共産党）から「命と人権を軽視する国会情勢
で、福祉労働者の声が議員の心を動かすのは間違いない」
と、激励のあいさつがありました。その後、社会福祉全国
経営会議の連帯メッセージの紹介、交渉報告、参加者の感
想発言、行動提起がおこなわれました。

６月８日　全国地域分会・点在組合員交流会

ゆるい交流からつながる
大切さを広げよう

５月29日　最低賃金学習会

全国一律最低賃金制度の実現で
賃金の底上げをはかろう

５月26日　福祉保育労中央行動

賃金と職員配置基準を引き上げて
人権が守られる福祉職場に！

　

法
改
正
を
う
け
て
、
２

０
２
２
年
４
月
に
、
す
べ

て
の
事
業
所
で
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
措
置
が
義
務
化
さ
れ

た
。
就
業
規
則
等
で
の
対

策
の
明
確
化
、
相
談
窓
口

の
設
置
、
事
後
の
迅
速
で

適
切
な
対
応
な
ど
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
で
ど
れ
だ

け
機
能
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
と
は
、
職
場

に
お
い
て
行
わ
れ
る
①
優

越
的
な
関
係
を
背
景
と
し

た
言
動
で
あ
っ
て
、
②
業

務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範

囲
を
超
え
た
も
の
に
よ

り
、
③
労
働
者
の
就
業
環

境
が
害
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
①
か
ら
③
ま
で
の
３

つ
の
要
素
を
全
て
満
た
す

も
の
を
言
う
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
を
め
ぐ
る
報

道
が
連
日
の
よ
う
に
続

き
、
関
心
は
高
ま
っ
て
い

る
。
職
場
で
の
人
権
侵
害

に
よ
っ
て
、
長
期
の
休
職

に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
の

健
康
被
害
に
つ
な
が
り
か

ね
ず
、
最
悪
の
場
合
は
い

の
ち
に
か
か
わ
る
こ
と
も

あ
る
。
日
々
の
実
践
に
か

か
わ
る
必
要
な
指
摘
を
避

け
た
り
、
不
適
切
な
行
為

を
放
置
し
た
り
す
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

義
務
化
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
防
止
措
置
が

未
整
備
の
事
業
所
も
少
な

く
な
い
。
パ
ワ
ハ
ラ
が
表

面
化
し
て
い
な
い
こ
と
な

ど
を
理
由
に
、
労
働
組
合

と
し
て
対
策
を
求
め
て
い

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
し

か
し
、
問
題
が
見
え
て
い

な
い
だ
け
と
い
う
こ
と
も

あ
る
。
職
場
の
労
働
組
合

が
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
の
要
求

に
消
極
的
で
、
事
業
所
の

方
針
や
相
談
窓
口
が
な
け

れ
ば
、
困
っ
た
時
に
何
を

も
と
に
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。

　

１
月
に
策
定
し
た
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
福

祉
保
育
労
宣
言
」
で
は
、

実
効
あ
る
対
策
と
し
て
、

法
人
・
事
業
所
に
方
針
の

明
確
化
と
周
知
、
全
職
員

を
対
象
に
し
た
定
期
的
な

研
修
を
求
め
る
こ
と
を
強

調
し
た
。
ま
た
、
法
人
か

ら
独
立
し
た
機
関
を
相
談

窓
口
や
解
決
シ
ス
テ
ム
の

中
に
位
置
づ
け
た
、
公
平

性
を
担
保
で
き
る
体
制
づ

く
り
の
要
求
も
掲
げ
て
い

る
。地
方
組
織
と
分
会
、組

合
員
は
、
自
ら
の
課
題
と

し
て
学
習
と
論
議
、要
求
、

実
践
を
重
ね
て
い
こ
う
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
た
め
に

労
働
組
合
に
で
き
る
学
習
・
論
議
・
要
求
・
実
践
を

同じ産業で共通の
課題を改善させる
ために運動をすす
めるんだね！

　同じ産業の労働者が職場・法
人・企業の枠を超えて加入する
労働組合のことを言います。福
祉保育労は、民間の保育や介
護、障害福祉などの社会福祉に
かかわる産別で、個人の加入先
は法人・職場ではなく、地方組
織（もしくは地方組織の支部）
です。全国共通の課題として、
職場・制度の改善にむけて、法
人への統一要求の提出や、厚生

労働省などとの交渉をすすめて
います。あわせて、職場・法人
などを単位にした分会での活動
を大切にしています。他の産業
では、医療、教育、生協なども
あります。一方、企業単位で活動
するのが企業別労働組合です。

7 産別（産業別労働組合）

●14日（金）・20日（木）
　 ハラスメントをなくして風通しのいい職場をつくる学
習交流会（オンライン）

７月

●16日（土）・17日（日）
　福祉保育労第39回定期全国大会（予定）
 ※詳細は決まり次第お知らせします。

９月

　

関
係
性
や
組
織
の
文
化
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
で
つ

く
ら
れ
、
自
分
の
意
見
が
尊
重
・
重
視
さ
れ
る
実
感
の
積

み
重
ね
で
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
意
見
や
提
案
へ
の
反
応

が
重
要
で
、
承
認
・
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
「
受
け
と
め
ら

れ
た
」
実
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
方
で
、
無
関
心
・
無

反
応
や
、
頭
ご
な
し
に
否
定
・
批
判
さ
れ
る
と
、
沈
黙
が

固
定
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
変
え
て
い
く
た
め
に

必
要
な
要
素
と
鍵
を
紹
介
し
ま
す
。

　

心
理
的
安
全
性
が
感
じ
ら

れ
る
た
め
に
は
、
４
つ
の
要

素
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
何

を
言
っ
て
も
大
丈
夫
の
「
話

し
や
す
さ
」、
困
っ
た
時
は

お
互
い
様
の
「
助
け
あ

い
」、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
歓
迎

す
る
「
挑
戦
」、
個
性
の
発

揮
や
違
い
の
尊
重
の
も
と
に

な
る
「
新
奇
歓
迎
」
で
す
。

こ
の
要
素
に
つ
な
が
る
行
動

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

変
え
て
い
く
鍵
の
１
つ
目

は
「
共
有
」
で
す
。
チ
ー
ム

の
目
標
と
と
も
に
、
そ
の
達

成
の
た
め
に
は
、「
率
直
に
自

分
の
意
見
を
言
い
あ
え
る
」

土
台
と
し
て
心
理
的
安
全
性

を
高
め
る
必
要
性
を
共
有
し

ま
す
。「
頭
ご
な
し
に
否
定
し

な
い
」「
不
機
嫌
な
対
応
を
し

な
い
」「
意
見
の
対
立
を
対
人

関
係
に
持
ち
込
ま
な
い
」「
全

員
発
言
す
る
」
な
ど
の
ル
ー

ル
の
共
有
も
大
切
で
す
。

　

２
つ
目
は
「
相
互
理
解
」

で
す
。
会
議
や
打
ち
あ
わ
せ

の
冒
頭
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
（
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
な
ど

と
も
言
い
、
気
持
ち
や
近
況

を
共
有
す
る
）
で
全
員
発
言

す
る
こ
と
が
お
勧
め
で
す
。

「
最
近
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
」

「
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
」
な

ど
、
前
向
き
な
テ
ー
マ
に
し

て
、
お
互
い
を
知
る
こ
と
で

発
言
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
質
問
を
変
え

る
」
で
す
。
職
場
で
は
施
設

長
や
主
任
の
ほ
か
、
ク
ラ
ス

や
フ
ロ
ア
に
リ
ー
ダ
ー
が
い

ま
す
。
組
合
で
は
、
地
方
組

織
や
分
会
・
班
の
役
員
が
リ

ー
ダ
ー
に
あ
た
り
ま
す
。
リ

ー
ダ
ー
や
進
行
役
は
発
言
し

す
ぎ
ず
、
メ
ン
バ
ー
の
話
を

引
き
出
す
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。「
は
い
」「
い
い

え
」
が
答
え
に
な
ら
な
い
質

問
を
意
識
し
て
お
こ
な
い
ま

す
。「
わ
か
り
ま
し
た
？
」

と
聞
か
れ
れ
ば
、
大
半
の
人

は
「
は
い
」
か
「
わ
か
り
ま

し
た
」
と
答
え
、「
質
問
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
聞
か
れ

れ
ば
、「
は
い
」
か
「
特
に

あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
ま

す
。
こ
れ
で
は
話
が
展
開
し

ま
せ
ん
。「
ど
ん
な
こ
と
が

気
に
な
り
ま
し
た
か
」「
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
」
な
ど
の
質
問

が
応
答
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

４
つ
目
は
、「
自
己
開
示
」

で
す
。
リ
ー
ダ
ー
が
自
分
の

過
去
の
失
敗
や
生
活
状
況
を

語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
ン

バ
ー
が
話
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
自
己
開
示

と
メ
ン
バ
ー
が
抱
え
る
事
情

へ
の
配
慮
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
失
敗
を
許
さ
な
い
姿
勢

の
リ
ー
ダ
ー
に
、
若
い
職
員

が
ミ
ス
や
悩
み
を
伝
え
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
ミ
ス
は
起

き
る
も
の
と
し
て
、
起
き
た

ら
す
ぐ
報
告
し
て
共
有
し
て

次
に
つ
な
げ
る
。
報
告
さ
れ

て
も
人
格
を
責
め
ず
、
助
け

あ
っ
て
改
善
す
る
。
そ
の
よ

う
な
チ
ー
ム
だ
と
示
す
た
め

に
も
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
自

己
開
示
が
有
効
な
の
で
す
。

こ
の
４
つ
の
鍵
を
踏
ま
え
て

実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

心理的安全性を高める　　は
カギ言葉を変えて言葉を変えて

会議の仕方と規模に工夫を
共
有
・
相
互
理
解
・
質
問
を
変
え
る
・

共
有
・
相
互
理
解
・
質
問
を
変
え
る
・

自
己
開
示
で
チ
ー
ム
力
Ｕ
Ｐ
！

自
己
開
示
で
チ
ー
ム
力
Ｕ
Ｐ
！

　

ど
ん
な
人
で
も
承
認
さ
れ

る
と
、
や
る
気
に
な
っ
て
、

積
極
的
な
行
動
に
つ
な
が
り

ま
す
。
日
頃
か
ら
名
前
を
呼

ん
だ
挨
拶
で
承
認
し
ま
す
。

次
に
、
行
動
に
声
を
か
け
て

承
認
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、

「
○
さ
ん
、
行
事
の
準
備
が

ん
ば
っ
て
る
ね
」
な
ど
で

す
。
最
後
に
成
果
（
発
表
や

行
事
な
ど
）
を
承
認
し
ま

す
。
存
在
や
行
動
を
認
め
て

こ
な
か
っ
た
人
に
成
果
だ
け

を
認
め
ら
れ
て
も
、
疑
問
や

反
発
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
存
在
と
行
動
の
承
認
を

積
み
重
ね
て
、
成
果
を
承
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

特
に
名
前
を
呼
ぶ
こ
と
は

大
切
で
す
。
私
た
ち
が
職
場

で
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
な

ど
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
職

員
間
で
も
名
前
を
呼
ぶ
こ
と

が
必
要
で
す
。
家
族
間
の
頼

み
事
で
も
、
名
前
を
呼
ば
れ

た
方
が
や
る
気
に
な
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の

選
手
は
、
試
合
で
名
前
を
何

度
も
呼
び
あ
い
、
観
客
か
ら

は
自
分
の
名
前
を
呼
ば
れ
る

応
援
を
う
け
て
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

心理的安全性が低いために心理的安全性を低める
言葉を高める言葉に ●スペースシャトル・チャレンジャー号爆発事故

　1986年、現場技術者の指摘を上層部が無視し
て、発射を強行。のちの調査で、「これ以上問
題を指摘できる雰囲気でなかった」（現場技術
者）と証言。

●大学医学部付属病院の患者取り違え事件
　看護師は、心臓の手術が必要な患者と肺の手
術が必要な患者の受け渡しを担当。後輩を前に
患者の特定ができないことを恥ずかしく思い、
氏名確認を怠り、間違った手術室に引き渡した。

●介護現場チームでの事例
　施設長のトップダウンの運営で、職員は書類
作成や利用者対応に追われていた。部下が思い
切って、ミーティングで書類の簡素化や送迎ル
ートの見直し等を提案したが、一蹴されて退職
届が相次いだ。
　 　
※ 『リーダーのための心理的安全性ガイドブッ
ク』の掲載事例の要約

● 前も言ったよね？
　⇒いっしょに確認したいんだけど

● なんでできないの？（過去否定）
　⇒どうしたらできそうですか？ （未来肯定）

● なぜわからない？（詰める）
　⇒どこでつまずいていますか？
　※ 詰めて追い込む「なぜ」より「どこ」

「なに」に焦点を

● それは無理でしょ
　⇒詳しく教えてくれますか？

● 意味がわからないけど
　⇒ 理解したいから、もう少し教えてくれま

すか？

● やる気を出して（しっかりして）
　⇒どこで困っていますか？

議
員
会
館
の
会
議
室
に

70
人
が
集
ま
っ
て　
　

心
理
的
安
全
性
を

心
理
的
安
全
性
を

低
め
る
言
葉
を

低
め
る
言
葉
を

高
め
る
言
葉
に

高
め
る
言
葉
に

　

心
理
的
安
全
性
を
低
め
る

言
葉
と
高
め
る
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返

す
人
に
「
前
も
言
っ
た
よ

ね
？
」
と
言
い
が
ち
で
す

が
、
言
わ
れ
た
人
の
言
葉
を

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
い

っ
し
ょ
に
確
認
し
た
い
ん
だ

け
ど
」
と
、
ど
こ
で
つ
ま
ず

い
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て

改
善
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
左

記
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

会
議
の
仕
方
を
変
え

会
議
の
仕
方
を
変
え

議
題
を
明
確
に

議
題
を
明
確
に

質
問
に
工
夫
を

質
問
に
工
夫
を

　

実
際
の
会
議
で
は
、
で
き

る
だ
け
事
前
に
レ
ジ
ュ
メ
を

送
り（
配
り
）、
報
告
は
文
書

を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

論
議
に
時
間
を
か
け
る
議
題

を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。
冒

頭
に
短
時
間
の
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
で
、
思
い
を
共
有
し
ま
し

ょ
う
。
提
案
に
つ
い
て
進
行

役
の
「
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」で
発
言
が
出
な
け
れ
ば
、

「
○
○
さ
ん
、
ど
ん
な
こ
と

が
気
に
な
り
ま
し
た
か
」
な

ど
、「
は
い
」「
い
い
え
」「
特

に
な
い
で
す
」「
大
丈
夫
で

す
」
な
ど
の
答
え
に
な
ら
な

い
質
問
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
４

人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
話
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

お
題
を
出
し
て
、
そ
の
答
え

を
Ａ
４
の
紙
や
大
き
め
の
ふ

せ
ん
に
短
く
大
き
く
書
き
出

し
て
、
見
せ
あ
っ
て
説
明
す

る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
全

体
の
最
後
に
は
、
よ
か
っ
た

こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
、
改
善

点
を
出
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

心
理
的
安
全
性
が

心
理
的
安
全
性
が

低
い
チ
ー
ム
で
も

低
い
チ
ー
ム
で
も

で
き
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が

　

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
が
大
き

く
あ
り
ま
す
が
、
心
理
的
安

全
性
の
低
い
チ
ー
ム
で
も
、

メ
ン
バ
ー
に
や
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
か
ら

リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
自
分
の

望
む
行
動
を
促
す
こ
と
で

す
。
い
つ
も
は
会
議
で
周
囲

に
あ
ま
り
意
見
を
求
め
ず
に

自
分
で
決
め
が
ち
な
リ
ー
ダ

ー
が
珍
し
く
意
見
を
促
し
て

う
ま
く
い
っ
た
後
に
、「
○
○

さ
ん
、
先
ほ
ど
声
を
か
け
て

も
ら
え
て
、
話
が
し
や
す
く

な
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

な
ど
と
伝
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
リ
ー
ダ
ー
は
メ
ン
バ
ー

が
求
め
る
言
動
が
わ
か
り
、

望
ま
し
い
行
動
を
重
ね
て
い

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
同

様
に
、
リ
ー
ダ
ー
が
会
議
な

ど
で
珍
し
く
メ
ン
バ
ー
の
存

在
や
行
動
、
成
果
を
承
認
し

て
く
れ
た
後
に
、
メ
ン
バ
ー

が「
○
○
さ
ん
、私
の
意
見
や

が
ん
ば
り
を
認
め
て
も
ら
え

て
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」
な

ど
と
伝
え
る
と
、
言
動
に
変

化
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
リ
ー
ダ
ー
は
反
応
が

な
い
こ
と
で
孤
立
し
が
ち
で

す
。
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ど
ん

な
言
動
を
求
め
る
の
か
、
受

け
入
れ
ら
れ
や
す
い
よ
う
に

リ
ー
ダ
ー
を
承
認
し
な
が
ら

伝
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

法
人
に
運
営
の
改
善

法
人
に
運
営
の
改
善

研
修
の
実
施
な
ど
を

研
修
の
実
施
な
ど
を

求
め
る
こ
と
も

求
め
る
こ
と
も

　

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
が
大
き

い
な
か
、
法
人
・
施
設
長
の

姿
勢
を
変
え
て
い
く
に
は
、

会
議
を
は
じ
め
と
す
る
職
場

運
営
を
め
ぐ
る
要
求
書
を
提

出
し
た
り
、
団
体
交
渉
で
具

体
的
な
改
善
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

介
護
職
場
で
は
『
介
護
職

が
「
働
き
つ
づ
け
た
い
」
と

思
え
る
職
場
の
つ
く
り
方
』

（
中
央
法
規
）
を
教
材
に
、

動
画
視
聴
と
話
し
あ
い
を
中

心
に
し
た
研
修
を
求
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
種
別
を
問
わ

ず
、『
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の

心
理
的
安
全
性
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』（
著
：
青
島
未
佳　

出

版
：
労
務
行
政
）
を
も
と

に
、
心
理
的
安
全
性
を
高
め

る
職
場
づ
く
り
を
求
め
る
こ

と
も
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
で
す
。
費
用
は
か
か
り
ま

す
が
、
大
手
研
修
会
社
イ
ン

ソ
ー
ス
が
一
般
業
種
の
管
理

職
む
け
に
開
催
し
て
い
る
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
「
部
下
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
践

研
修
〜
心
理
的
安
全
性
の
高

い
職
場
を
作
る
」の
受
講
を
、

法
人
・
管
理
職
に
勧
め
る
こ

と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

　

理
解
を
深
め
る
学
習
会
を

開
き
た
い
場
合
は
、
地
方
組

織
を
通
じ
て
中
央
本
部
に
お

問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紹
介
し
た
以
外
の
参
考
文
献

『
心
理
的
安
全
性
の
つ
く
り

か
た
』（
石
井
遼
介　

日
本

能
率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ン
タ
ー
）

『
心
理
的
安
全
性
を
つ
く
る

言
葉
55
』（
原
田
将
嗣　

飛

鳥
新
社
）

☆ 今号は７・８月号のため、例年どおり８月の
発行はありません。次号は９月号（９月５日
発行予定）です。

「
話
し
や
す
さ
」「
助
け
あ
い
」

「
話
し
や
す
さ
」「
助
け
あ
い
」

「
挑
戦
」「
新
奇
歓
迎
」の
行
動
を

「
挑
戦
」「
新
奇
歓
迎
」の
行
動
を

存
在
↓
行
動
↓
成
果
の
順
で
承
認

存
在
↓
行
動
↓
成
果
の
順
で
承
認

変
え
て
い
く
た
め
の
４
つ
の
鍵
は

変
え
て
い
く
た
め
の
４
つ
の
鍵
は
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な
の
に
正
規
と
非
正
規
の
格

差
が
大
き
い
」
な
ど
職
員
の

愚
痴
を
耳
に
し
ま
し
た
。

10
人
の
組
合
員
の
う
ち
教

員
Ｏ
Ｂ
も
加
入
さ
れ
て
お

り
、
組
合
活
動
の
経
験
者
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
正
規
の
職

員
に
は
ほ
と
ん
ど
経
験
が
あ

り
ま
せ
ん
。
若
い
人
に
組
合

の
意
義
や
役
割
を
伝
え
る
た

め
に
、
４
月
か
ら
役
員
に
な

り
ま
し
た
。「
愚
痴
を
要
求
に

ま
と
め
、
交
渉
し
な
い
と
労

働
条
件
は
改
善
で
き
な
い
」

と
訴
え
、
８
月
の
団
交
実
施

を
め
ざ
し
ま
す
。
約
70
人
の

職
員
の
７
割
が
回
答
し
た
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
が
、
活
動
再

開
の
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
課
題
は
、
理
事
会

に
要
求
を
提
出
す
る
際
に
自

分
た
ち
の
言
葉
で
思
い
を
伝

え
る
こ
と
。
そ
し
て
、
団
交

で
は
緊
張
感
を
も
っ
て
要
求

実
現
を
迫
る
こ
と
で
す
。

「
組
合
に
関
心
が
あ
る
」
と

回
答
し
た
職
員
が
複
数
い
る

の
で
、
要
求
実
現
に
む
け
て

加
入
を
訴
え
ま
す
。

　

両
親
の
介
護
も
あ
っ
て
、

福
祉
現
場
を
離
れ
て
い
ま
し

た
が
、
定
年
退
職
後
に
再
び

福
祉
現
場
で
働
き
た
い
と
思

い
、
綾
部
福
祉
会
の
嘱
託
職

員
に
な
り
ま
し
た
。
組
合
に

も
再
加
入
し
、
今
年
で
５
年

目
で
す
。

　

分
会
活
動
は
順
調
で
し
た

が
、
子
育
て
や
体
調
不
良
で

役
員
が
動
け
ず
、
近
年
は
活

動
が
停
滞
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、「
残
業
代
が
す
べ
て

出
な
い
」「
仕
事
の
役
割
が

多
す
ぎ
る
」「
仕
事
は
同
じ

職員が元気でないと利用者も
楽しくないし、元気になれない

【
趣
味
・
ス
ト
レ
ス
発
散

法
】
ス
キ
ー
、
音
楽
鑑

賞
、
家
庭
菜
園

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶８月15日
発表▶2023年10月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

京都地本　中丹・舞鶴障害福祉支部
あやべ作業所分会　書記長

大町　宏さん

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

応 募 方 法

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
夏
と
い
え
ば
こ
の
果
菜
、
漢

字
で
は
「
西
瓜
」

③
地
球
上
に
落
下
し
た
流
星
の

こ
と

⑥
何
と
な
く
気
味
が
悪
い
様
子

⑧
沈
黙
は
…
…
、
雄
弁
は
銀

⑨
勤
務
先
に
行
く
こ
と

⑪
納
豆
に
つ
い
て
い
る
調
味
料

⑫
漢
字
で
鮒
、
読
み
方
は
？

⑬
若
者
の
こ
と
、
…
…
の
主
張

⑮
「
ざ
わ
ざ
わ
」「
し
く
し
く
」

「
わ
ん
わ
ん
」
な
ど
物
事
や

人
・
動
物
の
声
な
ど
を
表
す

語
⑰
…
…
の
耳
に
念
仏

⑲
他
人
の
考
え
を
十
分
理
解
せ

ず
に
受
け
入
れ
る
こ
と

⑳
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

機
器
に
使
用
者
が
与
え
る
指

示
㉒
建
物
の
大
…
…
修
繕
工
事

㉓
牛
や
豚
の
こ
と
を

㉔
…
…
見
取
り

㉕
ベ
ト
ナ
ム
に
隣
接
し
た
イ
ン

ド
シ
ナ
半
島
の
内
陸
に
あ
る

国
■
タ
テ
の
カ
ギ

①
テ
レ
ビ
番
組
や
映
画
を
つ
く

る
制
作
…
…
を
募
集
中

②
江
戸
時
代
に
発
展
し
た
日
本

の
伝
統
芸
能
の
演
劇

③
理
解
で
き
な
い
…
…
不
明
の

発
言
で
す

④
入
道
雲
の
こ
と
で
す

⑤
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
、「
立

ち
入
り
…
…
」

⑦
地
球
の
お
隣
の
惑
星
で
す

⑩
物
価
や
温
度
が
急
上
昇
す
る

こ
と
の
た
と
え

⑪
…
…
は
天
下
の
回
り
も
の

⑭
知
ら
な
い
人
ば
か
り
で
…
…

が
悪
い

⑯
夏
と
い
え
ば
、
こ
の
昆
虫

⑱
船
員
、
船
乗
り
の
こ
と

⑲
写
楽
や
歌
麿
は
…
…
絵
師

㉑
旅
先
で
…
…
が
変
わ
る
と
眠

れ
な
い

㉓
狩
猟
の
こ
と

３
７
５
号
（
２
０
２
３
年
５
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
７
５
号
の
答
え
は
、「
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
」
で
し
た
。
応
募

は
24
人
で
し
た
。
抽
選
に
よ
り

次
の
方
々
に
図
書
カ
ー
ド
を
送

り
ま
す
。

加
藤　

友
久
枝
さ
ん

（
東
海
地
本
・
め
い
ほ
く
保
育
園
分
会
）

齋
藤　

桃
佳
さ
ん

（
東
海
地
本
・
き
た
ち
く
さ
分
会
）

坂
元　

文
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
大
阪
福
祉
事
業
財
団
分
会
）

福
永　

康
太
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
さ
つ
き
福
祉
会
分
会
）

宮
井　

保
代
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
コ
ス
モ
ス
分
会
）

　２歳の娘を育てる父親です。人手不足で余
儀なくされる残業のあと、疲れて帰ってくる
と、娘はもう寝ていたり、夕食を食べさせ、
お風呂に入れ、寝かしつけてと必死になった
り。ゆっくりと遊ぶ時間も取れず、娘が一番
かわいいこの瞬間を大切にすることができて
いません。「伝えたい！組合の力」で京都華
頂大学の藤井先生が指摘しているように、も
う少し時間的にゆったりと働けたらどんなに
幸せか。家族との時間を糧

かて

にして、仕事もが
んばれるのではないかと感じます。

労働時間が短くできたら
家族との時間を糧に
大阪地本・さつき福祉会分会　福永　康太さん

　春闘で自治体のパートナーシップ宣誓証明
書に登録している同性婚カップルに対して、
扶養手当と住宅手当の支給対象とすることが
制度化されました。労働組合発信ですべての
人が働きやすい職場づくりをめざします。

同性婚カップルを
扶養手当と住宅手当の支給対象に
大阪地本・大阪福祉事業財団分会 山本　健治さん

　１面で大きく取り上げられている２年連続
のベースアップを勝ち取ったつくしんぼ分会
がとても素敵だと思いました。そして年次有
給休暇も就職時に10日から12日に増やせてい
て、新人にとってはとてもありがたいものだ
と思いました。どこの職場も大変さは変わら
ないと思うので、全国的にもベースアップが
かなってほしいです。

全国的にもベースアップを
東海地本・きたちくさ分会　齋藤　桃佳さん

　２・３面の特集「組合の魅力はココだよコ
コ！」で、「『ひとりじゃない』を実感でき
る」というメッセージが心に響きました。

「ひとりじゃない」を実感できる！
京都地本・萌労組　新居崎　裕美さん

５月号を読んで

福祉保育労共済は加入者の生活と健康を支えています福祉保育労共済は加入者の生活と健康を支えています

健康カレンダー健康カレンダー
職場で活用されていますか？職場で活用されていますか？

退会しなくてよかった！退会しなくてよかった！

掛け続けてよかった！掛け続けてよかった！

　福祉の仕事は、心と身体をフル稼働させているため、突発的なケガ、慢性的な肩・腰・膝などの
痛み、ストレスによる体調不良など、健康への心配はつきもの。さらに、低賃金で生活しているた
めに不安を抱える人は少なくありません。福祉保育労共済は、手軽な掛金と大きな保障で組合員の
生活と健康を支えて32年。たくさんのなかまとその家族を支えてきました。未加入の方は、ぜひ加
入のご検討を！

　退職を機に退会しようか悩んだのです
が、ワンコイン共済なのでとりあえず１年
は続けようと思いました。その年に新たな
職場でコロナに感染して、共済の給付を受
けることができました。正規でなく非正規
雇用ということもあり、コロナで休んだ分
の保障をしてもらえて大変うれしかったで
す。入っていて良かった!!と思いました。
 （京都・しいさん）

　おつきあいのつもりで長い間掛金を払っ
てきましたが、福祉施設で長期間働いてい
て無理も重ねていたのか、肩を負傷してし
まいました。思いもよらない長期間の病気
休暇となりました。リハビリ通院がまだ続
いていて、給付を受けてとても助かりまし
た。ありがとうございました。
 （大阪府　ペンネーム：桂さくらさん）

　健康対策委員会と福祉保育労共済合作の健
康カレンダー。今年もよーく見ると役に立つ
情報が盛りだくさんです。
　７月は「熱中症＆地球温暖化」対策の特集
と、簡単なストレッチ。職場のなかまと健康
対策の参考にご活用ください！

　ワンコイン共済の新規加入は７月１日付じ
ゃないとダメなんですか？

　加入申込はいつでも受け付けています。申
込を受け付けた月の翌月１日から加入、次の
６月30日までが初年度の契約期間になりま
す。

　医師の指示での休業が５日間以上で、休業
期間が10日間以下の場合は、診療明細書や処
方箋、領収証など、医療機関にかかった証明と
病名が確認できるものがあれば、「治療状況申
告書兼同意書」を記入することで、給付できる
場合がありますのでお問い合わせください。

　５日程度の休業で医師の診断書を取り寄せ
ると費用がかかって、給付額と変わらないの
で、申請を渋ってしまいます…。

これってどうなの？共済Q&Aこれってどうなの？共済Q&A


